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までに 130名の修士修了者を出したこと。 6. これまでに、いくつかの機関と連携を行っ
たこと。 7.組織は、専任教員 1名と特任教員を抱えていること。
ひきつづいて、長崎大学の安全工学教育センターの概略の説明が資料に基づきなされた。
1. GPに基づくセンターとして、発足したこと。 2.現在は学部レベルの教育センターで
あること。 3.現在までのセンターの活動状況。おもに、防災を中心とした活動を行って
きたこと。 4.全学、学部の授業にいくつかの貢献を行っていること。
以上のそれぞれの説明を受けて、横浜国立大学のセンターと長崎大学の連携について、
意見の交換がなされた。横浜国大のセンターが学部レベルであり、長崎大学の工学部、あ
るいは大学聞の連携を正式にすることが提案された。それに対して、当面は、横浜国大の
センターと長崎大学の工学部との連携を図り、将来的に大学問の連携へ進むことを望むこ
とが長崎大学側から出された。今回の連携については、大学に持ち帰って連携の締結を進
める方向で検討することとした。その後、設備の見学をおこなった。現在、センターは大
学から費用を出して場所を借りている状況であることが説明された。
以上をもとに、横浜国立大学との連携を進めることについて、長崎大学工学部長を交え
て報告をおこなった。その結果、両校の特徴を明確にして、連携の具体的メリットをはっ
きりとすること。具体的な連携内容を吟味することなどを今後検討することとなった。
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